
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和７年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 3 科目 6 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

授業科目

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

　「情報基礎Ａ （２単位）」、「情報と社会 （２単位）」、「ＡＩ・データサイエンス概論 （２単位）」の３科目６単位を修得すること。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

    ＡＩ・データサイエンス概論

授業科目

様式１

授業科目

情報基礎Ａ

情報と社会

ＡＩ・データサイエンス概論

授業科目

日本国際学園大学

日本国際学園大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘル
スケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

情報基礎Ａ

ＡＩ・データサイエンス概論

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

情報基礎Ａ

ＡＩ・データサイエンス概論

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目授業科目

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

    ＡＩ・データサイエンス概論

授業科目

授業に含まれている内容・要素

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

講義内容

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット「ＡＩ・データサイエンス概論」（１回目）
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化「ＡＩ・データサイエンス概論」（１回目）

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）「情報基礎Ａ」（10回目）
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)「情報と社会」（９回目）
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル「ＡＩ・データサイエンス概論」（６回目）

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・1次データ、2次データ、データのメタ化「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）「ＡＩ・データサイエンス概論」（２回目）

・データ・AI活用領域の広がり（生産、消費、文化活動など）「ＡＩ・データサイエンス概論」（２回目）

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・データ同化など「ＡＩ・データサイエンス概論」（４回目）
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など「ＡＩ・
データサイエンス概論」（４回目）
・マルチモーダル（言語、画像、音声 など）、生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング）「情報基礎Ａ」（10回目）

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決
に向けた提案）「ＡＩ・データサイエンス概論」（５回目）
・教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介「情報基礎Ａ」（12回目）

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

データやＡＩを利活用する基礎的な素養の修得、課題解決のための基礎能力、専門分野への応用能力

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする ・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）「情報基礎Ａ」（２回目）

・サイバーセキュリティ「ＡＩ・データサイエンス概論」（12回目）

・データの種類（量的変数、質的変数）「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・観測データに含まれる誤差の扱い「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）
・打ち切りや欠測を含むデータ、層別の必要なデータ「ＡＩ・データサイエンス概論」（８回目）

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）「ＡＩ・データサイエンス概論」（９回目）

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）「ＡＩ・データサイエンス概論」（10回目）
・データの集計（和、平均）「ＡＩ・データサイエンス概論」（10回目）

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）「ＡＩ・データサイエンス概論」（11回目）
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 284 人 女性 96 人 （ 合計 380 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

経営情報学部・ビジネスデザイン学科 380 200 800 121 0 121 15%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 380 200 800 121 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 121 15%

令和5年度 令和4年度

日本国際学園大学

令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和６

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和6年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和2年度 令和元年度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 36 人 （非常勤） 25 人

② プログラムの授業を教えている教員数 7 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

日本国際学園大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

日本国際学園大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム推進規程

　日本国際学園大学（以下「本学」という。）にデータやAIを利活用する基礎的な素養の修得、課
題解決のための基礎能力、専門分野への応用能力を身に付けるための数理・データサイエン
ス・ＡＩ教育プログラム（以下「教育プログラム」という。）を設置し、数理・データサイエンス・ＡＩの
基礎的素養及び応用能力を持つ人材を育成することを目的とする。

委員長　　上級副学長・経営情報学部長・つくばキャンパス長　高藤 清美

委　員（自己点検責任者）　　国際センター長　教授　山島 一浩

委　員　　ＩＣＴ企画室長　准教授　パンタ ボーラ

委　員　　仙台キャンパス長　教授　倉橋 節也

委　員　　教務委員長　講師　野田 美波子

委　員　　助教　キャンパスアドバイザー　丸山 雅貴

委　員　　講師　キャンパスアドバイザー　笹島 司

日本国際学園大学データサイエンス教育プログラム委員会

高藤 清美 上級副学長・経営情報学部長

高藤 清美 上級副学長・経営情報学部長

(常勤）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 50%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 800

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

具体的な計画

95%

　本学は、１学部１学科制であり、希望する学生は全員が受講可能な科目構成としている。
　修了要件となる科目のうち、「情報基礎Ａ」、「情報と社会」は必修科目となっており、「ＡＩ・デー
タサイエンス概論」は選択必修科目であるが、卒業要件科目として重要な位置づけを行い、ガ
イダンスにおいて履修するよう啓発、指導することとしている。

　年度当初に各学年で実施しているオリエンテーション期間中に実施するガイダンス等で、本プ
ログラムを周知するとともに、学生全員に本教育プログラムの目的や意義を理解できるよう啓
発チラシを配布することで、プログラム履修の意義を説明する。
　また、「キャンパス・アドバイザー制度」を活用した個別の履修相談や情報系教員による本教
育プログラムの周知のみでなく、全教員による本教育プログラム対象科目の履修を勧めてもら
えるように教員へ周知し、協力を依頼する。
　また、シラバスにも本教育プログラムへの参加を勧めるよう記載し、本教育プログラムの対象
科目への履修登録を勧める。

15%

80%

30%

　本教育プログラムの目的達成のため、既に開講している授業科目を中心として、本学データ
サイエンス教育プログラム委員会で検討を重ね、本学在籍学生を含めて広く数理・データサイ
エンス・ＡＩを理解し、知識を重ねられるようプログラム開発を実施している。
　令和６年度には、１年次必修科目として「情報と社会」、「情報基礎Ａ」を開講し、全学生に履修
させ、本教育プログラムにおいて２年次以降に選択必修科目として「ＡＩ・データサイエンス概論」
を積極的に履修するよう推奨した。
　令和７年度には、本学が設定する９履修モデルにおいてカリキュラムツリーで核となる科目の
１つに位置づけ、特に履修するよう指導していくこととしている。
　令和８年度以降は、本学入学者の全てが本教育プログラムを履修し、可能な限り多くの学生
が修了できるよう、学内でのプログラムの認知度を向上させるようガイダンス等を通じ啓発する
こととしている。
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

　本学では、クラスの担任を兼ねるキャンパスアドバイザーが、個々の学生についての履修相
談や学生生活についての相談に応じ、きめ細かく個別指導を実施している。この個別指導にお
いて、数理・データサイエンス・ＡＩ分野に興味・関心を持った学生のみではなく全ての学生に対
して積極的に履修を促す指導体制を構築している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

　本学の専任教員は、授業時間外にオフィスアワーを設定しており、その時間に学生から質問
を受け付けることができるようにしている。また、授業においても積極的に学生の疑問や質問に
答えるようにしている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 日本国際学園大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 山島 一浩 （役職名） 自己点検責任者（教授・国際センター長）

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

　本教育プログラムは、２年間をかけて履修し、単位を修得するよう設計されている。令和６年度終了の時点では、多く
の学生が２科目４単位（「情報基礎Ａ」「情報と社会」）を修得しており、プログラムの目的は十分に満たされていると考
える。
　本教育プログラムの修了要件科目での修得すべき内容、目標は次のとおりである。
　「情報基礎Ａ」では、情報に関する基本的な概念や知識、情報技術の基礎を学ぶ入門的な科目で、基本的な情報リ
テラシーの習得として、コンピュータの基本的な操作やインターネットの利用、情報セキュリティの基礎知識、情報モラ
ル・情報倫理を学び、身につけてほしい知識やスキルを修得させる。
　「情報と社会」では、情報技術が社会のさまざまな側面に与える影響や、情報社会における課題について考察する科
目で、情報社会の構造と特性の理解、情報技術が社会の各分野に与える影響の分析、情報社会における倫理的・法
的課題の考察を求める。これにより、情報リテラシーや批判的思考力の向上にもつながることが期待される。
　「ＡＩ・データサイエンス概論」は、ＡＩとデータサイエンスの基本的な概念、技術、応用について学ぶ入門的な科目で、
ＡＩとデータサイエンスの基本的な概念の理解、主要な技術の概要の理解、倫理的・社会的な課題の認識、ＡＩとデータ
サイエンスに対する興味関心を喚起する。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

　本プログラムは、令和６年度に開設され、同年度に開講された本教育プログラムの修了要件科目２科目４単位（「情
報基礎Ａ」「情報と社会」）については、令和６年度入学生のうち121名が履修し、「情報基礎Ａ」で108人、「情報と社会」
で109人が単位修得済み（単位修得率90%）であり、令和７年度中に残り１科目２単位（「ＡＩ・データサイエンス概論」）を
修得し、本プログラムの修了要件を満たすことが見込まれている。
　令和６年度においては、対象学生へ本教育プログラムを開設した趣旨が浸透しているとは言えないが、対象授業科
目が必修科目であることと相まって、ほぼ対象者全てが履修しおり、単位修得率90%前後と非常に高くなっている。
令和6年度には、学内の履修登録システムを通じて、本教育プログラムについての周知を図ったが、十分周知できて
いなかった。次年度以降は、オリエンテーションでの本教育プログラムの紹介・ＰＲを実施し、在籍学生の履修率向上
を図る。
　また、データサイエンス教育プログラム委員会で、定期的にプログラムの履修・修得状況を確認・分析する体制を整
え、自己点検や改善に取り組み、学生の履修を支援していく。

データサイエンス教育プログラム委員会

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

　本教育プログラムに関する学生アンケートは実施していないため、本教育プログラムとしての学生の内容の理解度
については十分評価しえないが、毎学期実施している「授業アンケート」により確認を行った結果、概ね90%の学生か
ら、「この授業で必要な／ためになる／新しい知識・技術を得られた」との回答があった。この結果より、大半の学生は
十分に内容を理解していると考えられる。
　「情報基礎A」においては、「分かりやすく説明、解説してくれた」「先生の説明はていねいにはっきりしている」「授業の
スピードがよかった」「自分でワードなどを使って実践することで、素早くスキルを身につけられた」「資料がわかりやす
い」「映像など生徒が分かりやすく説明されていた」「パソコンの実技の授業などで、一人一人が分かるように丁寧に説
明してくれた」「パソコンの使い方の基礎からソフトの応用的な活用方法まで人に合わせてどんどん上のレベルに行け
た」との意見がみられた。
　「情報と社会」においては、「先生の話し方が聞き取りやすくて良かった」「新しい情報に関する知識を知れた」「周りと
協力して課題を進められた」「グループワークで先生自ら振り分けたり、みんなと進めてくれるところ」などの意見が見ら
れた。
　令和７年度以降は、本教育プログラム独自の学生アンケートを実施し、学生の理解度向上につなげていきたい。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

　本学における学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への推奨度に関する具体的な取組について、公式ウェブサ
イトや公開情報からは直接的な言及は見つけられない。しかし、関連する情報からいくつかの側面を推測することがで
きた。
　学生満足度調査の実施と活用について、本学は、学生の授業改善アンケートを年に2回実施している。アンケート結
果は、学生満足度を客観的に把握し、教務委員会において共有され、授業改善に活用されている。年度末には、全学
生を対象とした学生生活アンケートも実施されている。これらは、学生の大学生活全般に対する満足度や意見を把握
し、大学運営や教育内容の改善に役立てることを目的としており、間接的に、在学生の満足度が高いことは後輩への
推奨度に繋がる可能性がある。また、在学生の声の発信では、オープンキャンパスで、在学生が自身の学生生活につ
いて直接話す機会が設けられている。
　また、国際交流プログラムの充実を図っている。本学は、国際交流活動を積極的に展開しており、海外研修や留学プ
ログラムを提供している。留学生と日本人学生が交流できるイベントなども開催されている。国際的な学習環境や交流
機会は、学生にとって魅力的な要素となり、後輩への推奨に繋がる可能性がある。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

　オリエンテーションでの履修の推奨や関連科目での周知を行い、本教育プログラムの履修者数および履修率の向上
を目指している。履修者数向上に向けた計画として、魅力的なカリキュラムを提供し、学生の興味関心や将来のキャリ
ア目標に合致した多様な科目を用意することで、履修意欲を高める。また、アクティブラーニングを導入し、学生が主体
的に学ぶ参加型の授業を増やすことで、学習効果を高め、履修のモチベーションを維持する。
　さらに、きめ細やかな指導を通じて、学生一人ひとりの学習状況を把握し、履修をサポートすると共に、全学教育・
キャリア教育センターが実施するキャリア支援と連携し、早期からのキャリア教育やインターンシップを通じて、本教育
プログラム履修の目的意識を高める。
　履修率向上に向けては、キャンパスアドバイザーによるきめ細かい履修指導を実施し、新入生のみではなく、在学生
に対しても、適切な履修計画の立て方や科目の選択方法等を丁寧に指導し、授業外での学習相談や補習を実施して
学生の理解度を高め、授業への参加を促している。さらに時間や場所にとらわれない学習機会を提供し、学生の学習
継続を支援している。また、出席状況や成績が低迷している学生に対しては早期に相談や指導を行い、履修放棄を防
ぐように取り組んでいる。
　また、社会においてＡＩやデータの重要性が増していることに鑑み、今後、必修化に向けた検討を進める。大学の魅力
を積極的に発信し、入学希望者数を増やすことで、結果的に履修者数を増加させることを目指す。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

　本学では、内容・水準を維持・向上させつつ、より「分かりやすい」授業を実現するための取組や仕組みについて、社
会の変化や生成AI等の技術発展を踏まえた教育内容の見直しをおこなっている。
　「分かりやすい」授業に向けた取り組みとして、一方向的な講義だけでなく、グループワーク、ディスカッション、プレゼ
ンテーション、ケーススタディ、反転授業など、学生が主体的に参加する形式の授業を積極的に導入している。これに
より、理解度を高め、記憶への定着を促す。学生が自ら考え、発言し、議論する過程で疑問点が明確になり、教員や
他の学生からのフィードバックを通じて理解を深めている。さらに、アクティブラーニングの推進のため、スチューデン
ト・アシスタントを一部の科目において活用し、学生の学修状況を適切に把握しながら授業を進めている。
　また、視覚的な教材の活用として、図、グラフ、イラスト、動画、アニメーションなど、多様な視覚的な教材を効果的に
活用し、抽象的な概念や複雑な情報を分かりやすく提示するよう、各教員が工夫している。さらに、多様な表現方法と
具体例の提示については、同じ内容でも複数の表現方法で説明したり、具体的な事例を豊富に提示したりすることで、
様々な学習スタイルを持つ学生に対応し、理解を深めている。抽象的な説明だけでなく、具体的な例を挙げることで、
学習内容が現実社会とどのように結びついているのかを理解できるよう工夫している。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

　本教育プログラム修了者の卒業は、早くても令和9年度となるため、進路・活躍状況、企業などの評価を現時点で得
ることは困難である。本学では、修了認定者について適切に管理する体制を整備し、卒業後の本教育プログラム修了
者の就職先や企業での活躍状況を照会・評価する計画である。
　本学卒業生の進路については、多様な分野への就職が見られ、大学が公表している過去3年間の主な内定先を見
ると、金融、商社、情報通信、不動産、教育、サービス、医療・介護、公務など、幅広い業種に就職している。これは、
大学が複数の教育モデルを提供し、多様なキャリアパスを支援していることの表れと考えられる。地域貢献への意識
が高い学生もおり、つくば市役所等の地元自治体や地域の企業への就職が見られる。
また、大学院へ進学し、より専門的な知識や研究を深める意欲を持つ学生もいる。
　本学では、キャリア支援教育にも積極的に取り組んでおり、企業が求める人材育成につないで、企業から評価される
ようさらなる取り組みを進めている。また、国際性をも重視しており、グローバルな人材育成を目指し国際的な視野を
持つ人材を求める企業から評価されるよう取り組みを進めている。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

　本学の教育プログラムは令和６年度に開設であるため、産業界からの評価を得るための修了者を輩出できていな
い。そのためデータサイエンス教育プログラム委員会を中心に、データサイエンスやＡＩ、情報セキュリティ等のリテラ
シー教育について、本教育プログラムに期待することや実務で必要な知識・スキルに関する情報の収集を継続的に実
施することとしている。
　産業界が重視する要素と大学の取組として、実践的なスキル・知識の習得が挙げられるが、本学では、「実学教育」
を重視し、ビジネス、情報、デザインなど、社会のニーズに合わせた教育モデルを提供し、産業界の期待に応えること
ができるものと考えている。これらを大学の取り組みとして、アクティブラーニングや少人数教育を通じて、学生の主体
的な学びや思考力を育成する。
　本学では、社会のニーズや産業界の動向を的確に捉えたカリキュラムであるか、学生が座学だけでなく、実践的な経
験を通じてスキルを習得できる機会が提供されているか、グローバル化に対応できる人材育成が行われているか、学
生の主体性や問題解決能力、コミュニケーション能力といった汎用性の高い能力が育成されているか、卒業生が入社
後すぐに活躍できる基礎力と応用力を持っているかなどについて検討を積極的に進め、その成果を社会に示していく
ことで、産業界からの評価を高めるよう取り組んでいく。
　今後、企業との連携の強化、卒業生の追跡調査、産業界からのフィードバックの収集を続け、産業界からの視点を
含めた教育プログラム内容・手法等への意見を反映させていく。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

　「全学的なリテラシー教育としての導入」、「専門分野との接続による動機付け」、「体験型学習と実践的な応用の重
視」、「文理融合的なアプローチ」などを重視し、本学の設定する履修モデルでの専門分野と結びつくことで、学生は自
身の興味のある領域において数理・データサイエンス・ＡＩがどのように役立つのかを具体的に理解し、主体的に学ぶ
「楽しさ」を見出す可能性がある。異なる学問分野との接点を示すことで、数理・データサイエンス・ＡＩの幅広い可能性
の理解を促し、「学ぶことの意義」を深めるとともに、新たな知的好奇心を刺激し、「学ぶ楽しさ」につなげていく計画で
ある。
　また、一部の科目では、外部講師招聘の制度を活用し、ＡＩ分野の専門家等による講義を取り入れることにより、多角
的な視点から数理・データサイエンス・ＡＩがどのように社会において活用されているか、理解を促していく。
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ëm��

Þu ëm��

1Þ åyÿ�A~¼´Àó¹'·ùð¹ú�
<  ÷¸¿ûý´ö³ö^ïxwv  <  

2Þ ITâÛ~�}'o~ö{�ou¼»½õø¶·²x~vë
<  Windows´ºõ³¹zy~ÿ�÷Ûxvë1åy»½õúö³~vë  <  

3Þ åy�~x~vë

<  åy�~~ë vë1´ó¿üýóø~~ër{ttv~vë  <

4Þ oþ_r  ÿ'Wordwo_/?~ÿpÿop�{zo_Yû1÷¯o_/?1{ë�÷�1op�/?ýÿ
<  Word~ÿpí_ÿÿo_~ïþ1Ý�1W{rÞ1ÿ½1ÿgþ}1´ó÷óø1¿ö�  <

5Þ oþ_r  �
<  Word~ÿpí_�ÿè~_rxýÖ�  <

6Þ oþ_r  �
<  Word~ÿpí_�ÿ÷�~_rxýÖ�  <

7Þ oþ_r  �
<  ó¸ý¹oþ~~Þxÿp�_ÿ�Õ'�_oþ�  <

8Þ oþ_r  �
<  ó¸ý¹oþ~_r  ÿhÕö1O�þ1ß¼oþzy�  <

9Þ òð´û{w�ou¼»½õø¶·²x~vë

<  òð´û{w�ou¼vt»½õø¶·²~ÿ�÷Ûxvë  <

10Þ orAI~�oxÿýg  ÿ
<  ChatGPT~/¯1�ooý  <

11Þ orAI~�oxÿýg  �
<  ChatGPT²ot�mÛ÷Ûx¹½û  <

12Þ orAI~�oxÿýg  �
<  AI·³½õø²ot�ºÜ_r  ÿÁüð÷ý¸·¿ø1[w÷ý¸·¿øÿ)  <

13Þ åy·³½õø²ot�ºÜ~è

<  �ÿy_~~x±x[/ºÜ~~è{  <

ßïoý

'  ëmÓòf~�×ÿ�~ù�40ÿ
'  ëmß{zq»ºÜÿºÜù�30ÿ
'  ��oî�ÿ�mù�~��üýüøÿßïù�30ÿ  

õ³üùðó¿oý

'  ëmß{�u¼»ºÜ{ÿy»¯Vzº~�x{ÿwv~²ùð´¹
'  ëmo{¯¿¼»ÿü¿·÷ó÷´÷´¹»ó·÷ó{ÿy»ÿ\öz²ùð´¹
'  ��oî�{ÿy»³ñóø

ö½¹ø

>¸�¿{»þ¹¿ü oWPC}Ûî� oþ_r 3� }_ö½¹ø�_ÜÖ Word 2019/2016ÿß?ÿÿÿûz        

Ó�o�

'>oW�ÿ}Ûî�oþ_r��ßyþ¹¿ü?ÿÿÿûz                              
'>oW�ÿ}Ûî�oþ_r'÷ü¿�o'÷ü¼óÏý_r��÷Ûùo}__ÜÖ?ÿÿÿûz                              
'>oW�ÿ}Ûî�÷Ûùo}_ö½¹ø  ýóø�_~÷¸¿ûßÏÛ?ÿnZûz
'  �ÿwot»Ïý
'  ¿iº{~<åya=~}ùþzy

Ù�

'  �ÿ�qwz�1ÿü¿·÷ó÷´÷´¹»ó·÷ózy~�×|[�rº~y2�_ö{Óòwv��ut2
'  ÷Û~Ö}�qwz�1÷Û~�o²ñ´ó{w~y2�x»oÛ²csvÓòwv��ut2
'  ëm���1}ï�u´²þ{¸svY¿»ÿýg|rº~y2
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ëm~rÔo{

0rÔo{1  ITVß~�s{zq»¹øù¸ÿz¸sþý¸�óøÿ~vë|w}1~�¯V~÷Ûxwv�ow}1Þ�x²qow1®ny»sx|w}»
0}ïo{1  y~¸vzm~'÷~w²1ó¸ý¹²ýþu{»�±{�ICTx}÷y®{·y»ÿ\ö÷Û|Oÿowr»�±1ÿ�öz�_ë ²vëy»xx²{¹øù¸ÿ~÷Û²_ÿö{vëw}»

ÿÿÿïw�1åy�ïâÛÿñO1ICT�|�5~wý�}�w1y~¸vzó¸ý¹{ztv²ICTz�wvr�wzt�±1åyx�_~·Ïg²vëw}»2
�ÿp�ÿw�1ÏÛÿ'âÛÿ1oÿ'vÿ²_¿z1ICT~ÿ�÷Ûx}÷y®{·y»ÿ\ö÷Û²ïßy»sx²ogwvt�2
�ÿrÔo{²Ôry»�±1}nwmw�üåy÷vâÛ�î�'ITñ¹ýüøî�w×ºsvÕû~v�1¹øùö¸ÿÿ}÷y®�z¸sþý¸�óøÿÿITûv�~Vß²o?{�³wt�2
�ÿp�ÿ~}ï²�wv1¹øùö¸ÿ'þý¸�óøÿ~ÿpöz÷Û²ÿßw1ÿï~ó¸ý¹�_|y~¸v{rº�svt»{²vëy»2

�ÿITVß²o?xw�ó¸ý¹ûv~�xo{ttvvëw1®nw}»sx²o{xw1ó¸ý¹þ´óù²¿±1¹¿üø²ó÷Om²þý¸�óøy»sx|w}»�ù²�svt�2

Ï_'Ïß�ÿ

0Ï_�ÿ1Ï_{�u¼�öüþ´�ÿÿö²vëw1ÿ�öz÷Û²¿{tqvz�sx|�~wt2ÿ2f�{þ�
'  Î~w{�³�}ùþ´ö½¹ø1Ó�o�zy{o²�wv1ë�²vëwvz�

0Ïß�ÿ1�ÿ²�xvß¹¼�÷Ûzy²otv1ºÜë~{}st�¸vz¯Vzº~�x²�y2ÿ3f�{þ�
'  �ÿowqow�÷Û´Þ�~o¿²¯Vzº{~x±»
'  ¯Vzº~�x²S{1Px¹¼�ºÜ{ÿwv~ë~�²�y
'  ¯VÛsÞ�~�xo²qow1üýüø´÷ü¼óöü·÷ózyw�{»¸v{y»

ëmë�

'  �_/xwvÙxvz�y}1åy�ïâÛÿICT�{·y»q�özÿ�÷Ûx1Om{{zq»mÛ²Ò¯y»�±{ß�z}÷y®{·y»ÿ\ö÷Û²ïßy»2
'  Om{zq»ç_mÛ²vëw1}~mÛ{zq»_Ü~êãÛsß�zë~²÷»?²�v2
'  Üy{åyßØ´�o²¯vsx|w}»¸v{1ýóøN~úöù·ü²vëy»2
'  ç_mÛ{ztv1mÛÕû~V÷´·¹ö�W~o÷²¯vsx|w}1õwtâÛÿAIÿóóÀ÷ü¿ÿIoT zy�´õwt?ýÿ²¸�´ûzy�~�o²ë²w}»¸v{y»2
'  Om�×´·³mÛ~÷Û²c�1_ÜêãÛsß�zë~²÷»�±{1·¹ö�öz�xo´Þvöz}�?w1¹¿üø²ó÷Om~þý¸�óø{·y»÷Û²¿{tq»2

}ïgþ

1ÿÿ�~w{¿iº{w~åy~��ÿï�_'wv~tz¼{~ëm²}ïw�}�|r»�|�~wt2
2ÿåy÷Û~oq{{{¿¹z1�w´·?²csvöüþ{é°�|�~wt2
3ÿåyx�_~�ÿ²�xv1ÿ�x^g{tz|»¯Vzº~ºÜoÛ²ct�|�~wt2
4ÿåyx�_~�ÿ²�xv1¯¹~^g{zq»�_}n�×{}stq»o{²ct�|�~wt2
5ÿp�ÿ²�xv1�_y_~åyúöù·ü²¿±1¯¹|÷Ywvåy{v²õÛy»�|�~wt2

/w²r~�±~½üÿüù

¯?èÿ?/¯?V÷?,_Ü~¿?/_Üë~?,ß¯?/Á�üó¸þ�,¿�Ûo?,åy¹½û,þý¸�óø»ó¹,÷¶´ó?

²¿ö³öùüûóÀ~�}

ºÜë~ß,Àûü÷ÿü¿,÷ü¼óöü·÷ó,ßÿ

ßÛÿ}õ{¸»�ÿ~oq

o

ÿíÏ|

¿{�i}ï/~]»öÿåy�

;Ï|ÿíùo�/��þwuz»�±1ÿ¯wÏ|»ú½õù�²ßzú�wvOut2

ëmúóðúóÀ

NN1111

ëmùo]

åyx�_eÿ23304702�

ç_}õ]
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�ø'�ù

}÷åy�ø ó¸ý¹÷¶´ó�ù
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ùo{}ïo'ëm}�×/ÿv

Ø/ÿ

ëm��

Þu ëm��

1Þ ºú¸óöü·÷ó'¼´Àó¹

<  åyâÛ|�_{Px��ÿ  <

2Þ ÿï~}n^|xåy�_   ÿ
<   ÿï~Ïp�ÿ}n^|²vëy»  <

3Þ ÿï~}n^|xåy�_   �
<  ÿï~Ïp�ÿ}n^||_}ÿsy�__Ü  <

4Þ ÿï~}n^|xåy�_  �
<   Om~�_ö�}   <

5Þ Om{zq»ýÛxåyßÿ  ÿ
<   Om~ýÛ¬ÿ'åyûv¬ÿ  <

6Þ Om{zq»ýÛxåyßÿ  �
<   Om~ýÛ¬ÿ'åyûv¬ÿ  <

7Þ ÿmx}÷  ÿ
<  ÿmy»�±{n±¹¼»ý?x�ÿ  <

8Þ ÿmx}÷  �
<  ó¸÷ó'ÿó·÷ó'ðúõüx�ÿ  <

9Þ ÿmx}÷  �
<  SWOT'�Cw ó¸ý¹�÷û²�x»<

10Þ }÷��ù²¿{Þq»  ÿ
<  }÷��ùwOm²V÷y»  <

11Þ }÷��ù²¿{Þq»  �
<  }÷��ùw}~²V÷y»  <

12Þ ¹¿üø²ó÷ÿÿm�²w¸v  ÿ
<  ¯V~Om²��Nrvtsv  <

13Þ ¹¿üø²ó÷ÿÿm�²w¸v  �
<  ½�º�²�xvOm²~]u{»{�ÿ  <

ßïoý

'  ëmÓòf~�×ÿ�~ù�40ÿ
'  ëmß{zq»ºÜÿºÜù�30ÿ
'  ��oî�ÿ�mù�30ÿ

õ³üùðó¿oý

'  ëmß{�u¼»ºÜ{ÿy»¯Vzº~�x{ÿwv~²ùð´¹
'  ëmo{¯¿¼»ÿü¿·÷ó÷´÷´¹»ó·÷ó{ÿy»ÿ\öz²ùð´¹
'  ��oî�{ÿy»³�óø

ö½¹ø

ITñ¹ýüøg�\|Û  âÛßÞ�  î  Ïn

Ó�o�

'  ðÜ4-5�þz  ITñ¹ýüøî�  ÿ�ö½¹ø�Þû_ÜØ  ß/�¸õ'ºü'¸�j__�
'  �ÿÏý²¿ù¹ûü�~ÿÞ
'  öüþ{ßxv1}~ýþ}Ïy»

Ù�

'  �ÿ�qwz�1ÿü¿·÷ó÷´÷´¹»ó·÷ózy~�×|[�rº~y2�_ö{Óòwv��ut2
'  ÷Û~Ø}�qwz�1÷Û~�o²�´ó{w~y2�x»oÛ²csvÓòwv��ut2
'  Þozy1¯V~�x²×yºÜ|rº~y2¯Vzº~o¿²²sv�ÿ{é³w��ut2
'  ëm���1}ï�u´²þ{¸svY¿»ÿýg|rº~y2
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ëm~rÔo{

rÔo{ÿ

Îß~÷¸¿û�_{ztvÿuv'÷ü¿µ´¸ó¹'AI²o~~o�ÿßÏ{~|w�tszysx|w}»ÿ�ö}�²¿²Þq»2

}ïo{ÿ

uv'÷ü¿µ´¸ó¹'AI{·y»÷Û'âý²²x{ÿs¼¹²sv�{�ÿ/�o?~ùWzví|w}ÿOÜz�¯¹~oßwAI{~iu²ïØwÿs¼¹²®nwÿ�ow}»¸v{z»2

Ï_'Ïß�ÿ

Ï_�ÿxwvÿëmwûu¼��ÿºÜ´Àûü÷ÿü¿{Uq�þÙÿ3f�{þ�ÿÏß�ÿxwvÿëmÕû~~x±ÿîõzyw�u¼�}�Ï�ÿüýüø{Uq�Ïý}�zyÿ2f�{þ�²¯vsx2

ëmë�

s~ùow�ÿ÷ü¿'ÿÿ�o�ß~ß|º²vëwÿ}¼¹²�oy»ït´Ö}²÷ºÿo~o�´�_ÿ}~wy~¸v{�¿¼vt»{²�v2

}wvÿ÷ü¿'ÿÿ~òùû'{v'ú¹¿'�[~vë²ý±ÿùW{{oy»sx²oÛwvÿ÷Û'¹½û~Ý�g²vëw}»¸v{z»2

~�ÿ÷ü¿~{ÿ²¯�ë}ÿùWzÿ�W?ý²øþwÿà�{÷ü¿²®nw}ÿOùW{_ru¼�Àùõ´u_{�u¼zt¹½û²¿{tq»2

}ïgþ

ÿÿ'÷ü¿µ´¸ó¹·³VÞ{·?²ctxx²{ÿ�_ö{ëmxÓòw}»sx2

/ø~ëm{ztvÀûü÷ÿü¿²ßýy»�±ÿW¿wv�×xÓòy»ß�|r»2

/w²r~�±~½üÿüù

³ÿõûÁü·÷óý?/W¿g,¯?èÿ?/¯?V÷?,_Ü~¿?/_Üë~?,ß¯?/ñóüó¸þ�,åy¹½û

²¿ö³öùüûóÀ~�}

÷³¹»ó·÷ó,Àûü÷ÿü¿,÷ü¼óöü·÷ó,ßÿ

ßÛÿ}õ{¸»�ÿ~oq

q

ÿíÏ|

ëmúóðúóÀ

ùo{}ïo'ëm}�×/ÿv

Ø/Oÿ

ëm��

Þu ëm��

1Þ �_{zq»÷ü¿'ÿÿ{�o

�_wÿ}vt»YW

ëmùo]

(t��)ÿÿ'÷ü¿µ´¸ó¹ëÞdÿ13315301�

ç_}õ]
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~»´~~u}

�ø'�ù
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Þu ëm��

2Þ �_w�ou¼vt»÷ü¿

ù�q~¿ß{r»óóÀ÷ü¿

3Þ ÷ü¿xÿÿ~�o�ß

µ÷ù´ñ·üó{zq»óóÀ÷ü¿xÿÿ

4Þ ÷ü¿'ÿÿ{�o~�±~âÛ

÷ü¿ë÷xÿ�W~?ý

5Þ ÷ü¿'ÿÿ�o~ÿ|

÷ü¿ù�~µ´¿û

6Þ ÷ü¿'ÿÿ{�o~gõ×U

ÿÿ²�ow�ó¸ý¹ò÷û

7Þ ÷ü¿'ÿÿ{�o{·y»Àûü÷ÿü¿

óóÀ÷ü¿{¸»wßºÜ~ë~

8Þ ÷ü¿úöù·ü

÷ü¿~~Þ

9Þ ÷ü¿²®ny»

÷ü¿èÿ

10Þ ÷ü¿²sv

÷ü¿~×ßxØ�

11Þ ÷ü¿'ÿÿ²svNw~}oÏ�

óóÀ÷ü¿fï~{vö'ýö'�_öºÜ

12Þ ÷ü¿²Û»Nw~}oÏ�

ÿÿfï~»½õúö³

13Þ ~x±

÷ü¿'ÿÿ{�o{·y»Àûü÷~è

ßïoý

ëmx~Óòöí 50%ÿTÞ~ºÜ 20%ÿg�üýüø 30%

õ³üùðó¿oý

TÞ~ºÜx~Þ�{ÿwvÿëmÕwû¿y»|\|r»2

ö½¹ø

ß�{ßxvÿùßg�y»|\|r»2

Ó�o�

XÝþßÞÿ�w��ÿ2024�}�xwv~÷ü¿µ´¸ó¹ÿ�Ï�

Ù�

'ëm~�ß�ÿöí{ßxvYöy»|\|r»2

'Google Classroom²�owÿ·÷üøüýüø´g�üýüø{~óû²n±»2
'óûu¼�ëmÕ~ºÜÿ·÷üøüýüø{~Õû²¿ù¹Õwqowÿõ³üùðó¿'þÞßï²¯vsx|r»2
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þ ś 
¥���Ż{·y»¼´ù 

aÿ��~ëç 
ÿÿ��~ÿĻ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 5 

   
aÿ���Ż{ttv 

ÿÿ ƲƘkú}~ûŸ{ttv %%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 6 
ÿÿ Ǘâşõéx}~Ʊô %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 6 
ÿÿ ºõ³¹²ÿü %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 6 
ÿÿ ½óóñ¹û²ùð´¶ü %%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 6 
ÿÿ ��þō %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 6 
ÿÿ \vöĎo|Ʃçz��~þōûŸ{ttv %%%%%%%%%%%% 7 
ÿÿ ��x~³} %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 7 
ÿÿ ß¼ķ{~Üst %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 8 
ÿÿ ��Ûãò %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 8 
10. ë×ļûð´¿�� %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 8 
11. � Ɛ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 9 
12. y�ÑûëmƆ{Į]{ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 9 
13. ÿ~şŀýüó ÿűÿåo�ęÑĞÙÿ %%%%%%%%%%%%% 11 
14ÿëmƆ{ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 11 
15ÿ��ýó»ü  %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 12 
16ÿ}�²ñüø  %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 12 
17ÿ²ûð´ø %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 12 

 
cÿ�}{·y»sx 

ÿÿ��Ū{ttv %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 13 
ÿÿ��~ĖVu× %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 13 
ÿÿŪnų{~ŨƑ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 14 

 
cÿľïŻ×¼´ù 

ÿÿ��ĤǞ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 16 
ÿÿľïŻ×f~ƲƘƋƇ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 16 
ÿÿ¹ýüôåyßǃ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 18 
ÿÿ�ÕƉõđ} %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 18 

 
eÿåyÿę 

ÿÿ ßƷ»ó¿ü %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 19 
ÿÿ ƷÿºǍ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 19 
ÿÿ ÿyûúÓ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 20 
ÿÿ ½óóñ¹ûÿù¹ñóø~îƛxÿę %%%%%%%%%%%%%% 20 
ÿÿ ÿǎf~ÿļ|ò %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 20 
ÿÿ ƒÿǑý{x~ħì %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 20 
ÿÿ »ûøßşņ_{~ƒĠz÷�x~ħì %%%%%%%%%%%%%% 20 
ÿÿ ��ßǃ %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 21 

 
eÿ�ÕICT¼´ù 

ÿÿ ŊĖǂv�ÿƤ~đ}{ttv %%%%%%%%%%%%%%%%%% 22 
ÿÿ �ÕǆõLAN{ttv %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 23 
ÿÿ �Õýóøÿü¿{ttv %%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 23 
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ÿÿ Google Workspace{ttv %%%%%%%%%%%%%%%%%%% 24 
ÿÿ Microsoft365{ttv %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 24 
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ÿÿ }�ųÿ¸óøúü·üøÿ�1rz�~<ǑƏ=PRñóõüóø % % 26 
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wèÿ##}ŖŊĖ�øó¸ý¹÷¶´ó�ù

Ʃï øþ ëƫ
ĔĘó 2
åoó 2
øï~ūó 2
ſW~ŝxý 2
wv� 2
�_xù�ǔÛ 2
ôÛù� 2
wơxÏþ 2
åoÿóý 2
ýß~ľ� 2
�İ~ľ� 2
}ģ~ľ� 2
_ĩ~ľ� 2
ŉv� 2
uÿƳ 2
�_� 2
³óôõü¿ġ�u� 2
Ƴvöūŝxſúŗó# 2
LA Humanities A 2
LA Humanities B 2
LA Humanities C 2
LA Social sciences A 2
LA Social sciences B 2
LA Social sciences C 2
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日本国際学園大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム推進規程 

 

（目的） 

第１条 日本国際学園大学（以下「本学」という。）では、データや AI を利活用する基礎的な素

養の修得、課題解決のための基礎能力、専門分野への応用能力を身に付けるための数理・デー

タサイエンス・ＡＩ教育プログラム（以下「教育プログラム」という。）を設置し、数理・デー

タサイエンス・ＡＩの基礎的素養及び応用能力を持つ人材を育成する。 

（委員会） 

第２条 前条の目的を達成するため、本学にデータサイエンス教育プログラム委員会（以下「委

員会」という。）を置き、教務委員会と連携して、次の各号に掲げる役割を担うものとする。 

 （１）教育プログラムの立案、実施に関する事項 

 （２）教育プログラムの普及に関する事項 

 （３）教育プログラムの年次自己点検・評価と改善に関する事項 

 （４）教育プログラムの情報公開に関する事項 

 （５）その他教育プログラムに関する重要事項  

２ 委員会は、以下の委員をもって組織する。  

（１）学部長 

 （２）教務委員長 

 （３）ＡＩ・情報系教員 

 （４）その他、委員長が必要と認めた者 

 （委員長） 

第３条 委員長は、委員の互選により選出する。 

（自己点検責任者） 

第 4 条 委員会は、教育プログラムの自己点検・評価を実施するため、委員長とは別に自己点検

責任者を互選により選出する。 

（対象の授業科目、単位数及び修了要件） 

第 5 条 教育プログラムの対象となる授業科目、単位数及び修了要件は、委員会が別に定め、教

授会の了承を得て、学長が決定する。 

（修了認定） 

第 6 条 教育プログラムに該当する授業科目の合否は教授会が判定し、学長が認定する。 

２ 教授会の判定結果に基づき、委員会が教育プログラムの修了を確認し、学長が認定を行う。  

（修了証の交付）  

第 7 条 学長は、委員会の修了認定に基づき、教育プログラムを修了した学生に修了証を交付す

る。 

（規程の改廃） 

第 8 条 この規程の改廃は、委員会の議を経て教授会が承認し、学長が決定する。 

 附 則 

この規程は、令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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日本国際学園大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム推進規程 

 

（目的） 

第１条 日本国際学園大学（以下「本学」という。）では、データや AI を利活用する基礎的な素
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員会」という。）を置き、教務委員会と連携して、次の各号に掲げる役割を担うものとする。 

 （１）教育プログラムの立案、実施に関する事項 

 （２）教育プログラムの普及に関する事項 

 （３）教育プログラムの年次自己点検・評価と改善に関する事項 

 （４）教育プログラムの情報公開に関する事項 

 （５）その他教育プログラムに関する重要事項  

２ 委員会は、以下の委員をもって組織する。  

（１）学部長 

 （２）教務委員長 

 （３）ＡＩ・情報系教員 

 （４）その他、委員長が必要と認めた者 

 （委員長） 

第３条 委員長は、委員の互選により選出する。 

（自己点検責任者） 

第 4 条 委員会は、教育プログラムの自己点検・評価を実施するため、委員長とは別に自己点検

責任者を互選により選出する。 

（対象の授業科目、単位数及び修了要件） 

第 5 条 教育プログラムの対象となる授業科目、単位数及び修了要件は、委員会が別に定め、教

授会の了承を得て、学長が決定する。 

（修了認定） 

第 6 条 教育プログラムに該当する授業科目の合否は教授会が判定し、学長が認定する。 

２ 教授会の判定結果に基づき、委員会が教育プログラムの修了を確認し、学長が認定を行う。  

（修了証の交付）  

第 7 条 学長は、委員会の修了認定に基づき、教育プログラムを修了した学生に修了証を交付す

る。 

（規程の改廃） 

第 8 条 この規程の改廃は、委員会の議を経て教授会が承認し、学長が決定する。 

 附 則 

この規程は、令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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取組概要

日本国際学園大学大学等名

数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム教育プログラム名
リテラシーレベル申請レベル
令和 7 年度申請年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

数理・データサ
イエンス・ＡＩ
教育プログラム

教 授 会

ＩＣＴ

企画室

データサイエ
ンス教育プロ
グラム委員会

教務委員会

自己点
検評価

数理・データサイ
エンス・ＡＩ教育
プログラム推進規
程

ＩＣＴ運営
委員会

学内ICT機器等
の監理・運
営・保守

ヘルプデスク

修了証

プログラムの推進、
管理、修了確認等
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数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

講義内容授業に含まれている内容・要素
「情報基礎Ａ」にて、「生成AIの活用と可能性１ ～ ChatGPTの入門、活用方法 ～」として、AI最新技術の活用例に

ついて学ぶ。
「情報と社会」にて「起業と経営３ ～ SWOT・３Cでビジネスモデルを考える～」として、AI等を活用した新しいビ

ジネスモデルについて学ぶ。
「ＡＩ・データサイエンス概論」にて「データ・ＡＩ利活用の最新動向、ＡＩを活用したビジネスモデル」として、

基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデルについて、「社会におけるデータ・ＡＩ利活用、社会で起きている変化」
として、ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット等への活用や、データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非
連続的進化などの変化について学ぶ。

（１）現在進行中の社会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、それが自らの
生活と密接に結びついている

「ＡＩ・データサイエンス概論」にて「データリテラシー、データの種類」として、調査データ、実験データ、人の
行動ログデータ、機械の稼働ログデータ、1次データ、2次データ、データのメタ化、構造化データ、非構造化データに
ついて、また「社会で活用されているデータ、私たちの身近にあるビッグデータ」としてデータ作成（ビッグデータと
アノテーション）について、「社会で活用されているデータ、私たちの身近にあるビッグデータ」として、生産、消費、
文化活動などでのデータ・AI活用領域の広がりについて学ぶ。

（２）「社会で活用されているデータ」や
「データの活用領域」は非常に広範囲であっ
て、日常生活や社会の課題を解決する有用な
ツールになり得るもの

「情報基礎Ａ」にて「生成AIの活用と可能性１ ～ChatGPTの入門、活用方法～」としてマルチモーダル（言語、画像、
音声など）、生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング）について、「生成AIの活用と可能性３ ～AI関連ソフトを用
いた課題作成～」として、教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデー
タ・AI利活用事例について学ぶ。

「ＡＩ・データサイエンス概論」にて「データ・ＡＩ利活用のための技術、データ解析と可視化の手法」として、デ
ータ解析:予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・データ同化、データ可視化:
複合グラフ、2軸グラフや多次元、関係性、地図上、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化などについて、「デー
タ・ＡＩ活用の現場、データ科学のサイクル」としてデータサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取
得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）について学ぶ。

（３）様々なデータ利活用の現場におけるデ
ータ利活用事例が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの

「情報基礎Ａ」にて「IT技術の要素・日常的に使用されるソフトウェアへの理解 ～ Windowsやオフィスなどの基礎
知識と理解、情報セキュリティの理解 ～ 」として情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）について学ぶ。

「ＡＩ・データサイエンス概論」にて「データを守る上での留意事項、ＡＩ時代のセキュリティ」として、サイバー
セキュリティについて、「データ・ＡＩを扱う上での留意事項、ビッグデータ時代の倫理的・法的・社会的課題」とし
て、倫理的・法的・社会的課題について学ぶ。

（４）活用に当たっての様々な留意事項
（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上での留意事項への理解
をする

「ＡＩ・データサイエンス概論」にて「データリテラシー、データの種類」として、データの種類（量的変数、質的
変数）、データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）、代表値の性質の違い、データのばらつき
（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値、相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）、観測データに含まれる誤差の扱い、
打ち切りや欠測を含むデータ、層別の必要なデータについて、「データを説明する、データ表現」としてデータ表現
（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）について、「データを扱う、データの取得と集計」とし
て、データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）、データの集計（和、平均）について学ぶ。

（５）実データ・実課題（学術データ等を含
む）を用いた演習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基
本的な活用法に関するもの

データやＡＩを利活
用する基礎的な素養
の修得、課題解決の
ための基礎能力、専
門分野への応用能力

【身に着けることの
できる能力】
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数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム関連授業科目受講者数、単位修得者数等
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